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 １年生がつなぐのは丸いバトン。これはどこを持って

も相手に渡しやすい１年生専用のバトンです。だからとい

って、次のランナーがしっかり握るのを確認してからバト

ンを離さないと落としてしまいます。また、距離は約９０

ｍです。カーブを曲がり終わった後の３０ｍくらいが、身体の

小さな１年生には鬼門です。後半は腕を懸命に振ってラス

トスパートをして、バトンをつないでいました。 

前のランナーが５０ｍ先にいても、思い切り手を伸ばし

てバトンを受け止める姿勢で待つ１年生。必死に走る中、応援される嬉しさと名前を呼ばれる喜びで、

おうちの方の方を向いてしまう１年生。様々な表情が運動場を駆け回りました。レースは結果、バ

トンミスなし、転びなしの 100点レースでした。 

応援に来られたおばあ様が「年長さんの時と比べて、走りが全然違います。すごい成長！」と驚

かれていました。悔しさで涙を流す子もいましたが、それも真剣に取り組んだ証拠です。１年生、

堂々としたリレー会デビューでしたね。 

 ２年生のリレー会は昨日実施しました。天気予報では心配されま

したが、本番は暑いくらいの気温と、運動場はちょうどいい湿り具合

の最高のコンディションです。晴れを呼び込む２年生らしいなと思いま

した。 

２年生からは、筒状の通常バトンを使います。また、スタートはセ

パレートコースで、その後は内側ギリギリを走ります。抜く時は外側

から抜きます。ほぼ高学年と同じルールでリレーにチャレンジします。

２年生の走る姿。１年生と１学年差なのですが、毎日の朝運動を１年

間長く続けた強みなのでしょうか、走りにいっそう力強さが感じられ

ます。大きな腕の振り、腿
もも

の上がる高さ、足が地面を離れる時の砂の上が

り具合……２年生の逞しさを再確認しました。もう一つ、レースとレースの間のきびきびした動き

も印象に残りました。転んだ子はいました。しかし、迷うことなく立ち上がり、（なにくそ！）の表情

で前をしっかり見据えて走る姿がありました。みんな！かっこよかったよ！  

４年生。もう高学年なのですから、走りがいいのは当た

り前です。ただ、４年生全体を通して、バトンタッチの上手
う ま

さ

には驚かされました。後ろに伸ばす手がどこの学級もしっか

り上がっています。仲間を信じて後ろを見ない子がほとんど

です。声の掛け合いもできています。バトンを渡す子、受け

取る子のコミュニケーションが取れているのがわかります。練習

を繰り返してきたのでしょうね、何度も何度も。 

リレー会。高学年になればなるほど、勝ちにこだわってい

るのがわかります。４年生のどの学級も勝負に徹していました。どの担任も声をかけながら、自分

も一緒に走っているような表情でした。 

ある学級の話です。担任が教室に戻ると、子どもたちがさめざめと泣いていたそうです。ぼくが
もう少し速く走れたら…、わたしがもう少しうまく渡せたら…などと。学級でミスもいくつかあっ
たそうですが、だれ一人、他の仲間を責めることなく、悔しさを全員で味わっていたようです。勝
負にこだわったからこその喜び、悔しさ、そしてレース後の仲間への優しさ。いいレースでした、４年生！ 

学校ホームページ http://minamisyo.nagaizumi.ed.jp/ 

長泉町立南小学校 

Ｎｏ．３８ 

平成 30 年 10 月 12 日 

     学校教育目標  「夢のある子」 ～めあてをもってがんばる子～                                    

家庭数配布 
お知らせ 12月 12日(水)に予定していた 6年生音楽集会ですが、学校の事情により 

12月 13日(木)に変更します。13:10スタートの予定です。 



 
 
 
 
 
 


